
審 議 記 録 

 

審議会等の名称 令和４年度 第５回富士市水道事業及び公共下水道事業経営審議会 

庶務を担当する部課等 上下水道部 上下水道経営課 担当 宇佐美 内線番号（ 5401 ） 

会議の開催の日時 令和 4年 8月 24 日（水）午後 1時 30 分から午後 2時 30 分 

会議の開催の場所 富士市庁舎 10階 全員協議会室 

 

出席者（職・氏名） 

 

会長 小滝勝昭、副会長 東惠子、遠藤誠作、和泉清明、加藤雅士、  

鈴木俊光、服部鷹彦、渡邉啓視、吉村てるゑ、濱田江理、伊藤恵理、 

高橋保夫、深澤貴宣 

議題 Ⅰ 富士市水道料金及び公共下水道使用料改定の答申（案）について 

配布資料（件目） 

【当日配布】 

・次第 

・富士市水道事業及び公共下水道事業経営審議会委員名簿 

・座席表 

・富士市水道料金及び公共下水道使用料改定について答申（案） 

・富士市の水 

※第 1 回にて配布 

・資料№３ 水道料金改定の検討について 

・資料№11 料金体系案 

・資料   下水道使用料改定の検討について 

 

審議の状況 

水道料金部分と公共下水道使用料部分に分けて、説明と質疑を行っ

た。 

水道料金部分では、公共下水道使用料に記述されている「適正な水道

料金のあり方について、令和 8 年度までに検討を実施されたい。」のよ

うなニュアンスのことを意見として入れていただきたい。これから 4年

毎に料金改定の見直しを定期的に行うことを記述した方がいいのでは

ないか。事業の効率化には、技術革新が必要となってくると思うので、

公共下水道と一緒に記述した方がいいのではないか。人材育成には、お

金がかかることなので、節約よりもクオリティを高め効率化をしていた

だきたい。 

公共下水道使用料部分では、使用料を改定する理由があまり記述され

ていないのに、急に「下水道使用料の大幅な改定が難しい状況であるこ

と。」が記述されているのはおかしくないか。整備範囲を変えると、掛

かる費用も変わってくるので、しっかりと整備範囲を見直していく記述

がある方がいいのではないか。料金値上げが、どういう位置付けなのか

観点があれば分かりやすいと思う。など多くの意見があった。 

審議の結果 

委員から出た意見を反映して、小滝会長がまとめることになった。 

また、修正の答申の内容については、小滝会長に一任となった。 

 

 令和４年９月１３日（火）午前１１時３０分に会長と副会長で、小

長井市長へ答申を行う。 

備考  

 


